
１ 現行の公共施設等総合管理計画の概要
（１）背景・目的 

中央自動車道笹子トンネルでの天井板落下事故（平成 24年）などを受け、国が社会資本の
老朽化対策の基本計画を策定（平成 25年）。その後、国（総務省）から全国の自治体に対し
て公共施設等総合計画の策定が要請されたことや、公共施設等総合管理計画の策定が交付金
の交付要件に指定されたことなどから、持続可能な施設管理を行うための基本方針として、
豊田市公共施設等総合管理計画（計画期間：平成 29年度～令和 8年度（10年間））を策定
（平成 29年 3月）。 

（２）主な内容 
・中長期的な視点で公共施設等を管理するために次の４点を基本方針として定めている。
「① 安全・安心な施設の管理」、「② 更新時期の平準化と総量抑制を始めとしたトータルコ
ストの縮減」、「③ 施設の有効活用の促進」、「④ 計画的な管理の推進」 

  ・目標指標として、「計画期間内の施設の老朽化に起因する重大事故ゼロの継続」を設定。 

２ 計画の改定について                                       
（１）改定の背景と主な改定内容 

（２）その他
  計画改定に合わせ、公共建築物延命化計画で定めている「公共建築物の原則 57年以上使用」
を本計画に盛り込む。また、学校施設（小学校、中学校、特別支援学校）については、国（文
部科学省）が示す「目標使用年数 80年以上」とすることも合わせて記載する。

豊田市公共施設等総合管理計画の改定について

改定の背景 

・ 令和 2年度までに個別施設計画を策定
し、令和3年度までに総合管理計画を改
定すること。 

・ 公共施設等の維持管理に関する数値目標
を設定すること。 

・ 個別施設計画の今後の維持管理費見込み
等を総合管理計画に追記すること。 

現行計画策定以降の本市の取組
・個別施設計画の策定（～令和元年度）、事業
費等の全体調整（令和２年度） 

・第８次総合計画後期実践計画に係る普通建
設事業において施設維持枠を設定（約 160
億円／年）

①  数値目標の設定
第８次総合計画後期実践計画の普通建設事業の
調整において設定した「施設維持」枠（約 160
億円／年）の確保に関する内容を追加 

② 今後の維持管理費等見込みの追加
第８次総合計画後期実践計画策定、個別施設
計画の全体調整において算出した令和 38
（2056）年までの維持管理・更新に係る経費
見込み（試算値）を追加 

③ 公共建築物個別施設計画（総括表）の追加
全体調整結果を踏まえ、公共建築物個別施設
計画の総括表を巻末に追加 

主な改定内容 

国の策定指針の改定等


